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＜連絡事項＞
· 中河原　義雄様～本日、市民病院の主治医からデイケアへの紹介状持参で来所し、外来受診されている。今後デイケアでも、本人様・御家族様とでデイケアへの通所目的を確認し、必要書類を準備していく。また市民病院の担当ワーカーとも連携をとり情報提供をして頂く。本日の外来費については、明日本人様が保険証を持参した後に清算することとしている。

· 庭野　弘樹様～川端Drより、本人様「デイケアに慣れたので就労はしたくない。」と話していたと情報提供あり、本日デイケアスタッフで面談している。就労について問うと「今すぐにでもしたいです。主治医にはしたくないと話してしまったんですけどね」と話され、就労に対して意欲的な様子である。今後、本人様の意見を聞きながらデイケアでの就労前準備段階プログラム、青明舎の就労支援、うみねこ工房の見学なども視野に入れ、関係機関と連携をとり進めていく。

＜外来より＞

・平　　康子　様～問診時腰痛の訴え聞かれている。

· 森田　清助様～本日頭痛のため受診されている。「処方されていた鎮痛剤を飲んだが痛みが収まらなかった。」とのこと。カロナール5日分処方されている。昨日の睡眠時間については「あまり眠れていない」と話されている。

＜利用者様情報＞

· 鈴木　茂子様～本人様より電話連絡あり、「37.5℃の熱があり鹿内内科受診の為休む」と話される。午後にデイケアスタッフより状態確認の電話をすることとしている。

· 高橋　百壽様～本人様より電話連絡あり「具合が悪いため休む」とのこと。どのように体調が悪いのか尋ねると「体がだるいのもあるけど、ちょっと違って力が入らない感じ。目もぼやける。」と話される。入院前に現れたような症状か尋ねると、「それとは違う。幻聴もない。」と答えられている。

· 秋山　和子様～スタッフへ入院したいと相談あり。理由を問うと「先日行ったレクダンスで郷ひろみの曲が流れた際に昔東京にいて楽しかったことを思い出し、東京に行きたくなった。でも行けないだろうから入院したい。母に相談したところ入院せずに二人でがんばろうと言われたため、入院したくない気持ちもある」とのこと。

冬季間の通所が大変なため、少し疲れているとも話されており、また先生には伝えないでほしいとも話されている。今後も悩み事があればいつでも話しを聞くことを伝えている。

· 井畑　光湖様～母様より電話連絡あり。「昨日デイケアを欠席しており、様子を見にいくと、薬も飲んでいなく食事については牛乳しか飲んでいなかった。」とのこと。本日のデイケアでも「今日はパンを持ってきたのでご飯はいりません。」と話されている。スタッフより、パンだけでは少ない為食べられる分だけでも食事を摂るように伝えると、昼食2/3摂取されている。

· 畑　正雄様～ご飯の量はスタッフの声かけのもと、適量盛るようになってきたが、おかずを多量に盛ることがあるため、スタッフより声かけ行っていく。

· 古舘　ヨリ様～体重の変化はないが、採血結果、ｈBA1Cが上昇されている。朝食を多量に摂取していることも予測される為、本人様と面談していくこととしている。

＜横山耕生様・退院検討会議＞

· 横山　耕生様（29）統合失調症　主治医　川端Dr　担当NS岩藤　担当SW下平

入院（H15・7・12）　退院（H18・1・31予定）

障害基礎年金2級　精神障害者保健福祉手帳　通院医療費公費負担制度　

【日常生活】

・自立している。病棟日課は、問題なく行う事出来、意欲乏しい部分あるが、スタッフの働きかけにより改善できている。また病棟内で決められた役割はきちんとこなすことできている。

【ＯＴ・リハプロ】

・当初は、促しにてご家族へのプレゼント作り等に取り組まれ、説明に対する理解力や仕上がりは良好な様子であった。しかし、現在は促しにも動悸や不安（集団場面において「誰かに何かをされそう。」、「何か危害を加えてしまいそう。」と感じる。）を訴え、伏している事が多く活動性の低さ見られる。

【服薬】

・過去に一度だけ忘薬があるが、それ以外はなく、服薬の必要性もある程度理解され自己服薬できている。

【生活リズム】

· 起床は声かけを要し、就寝時間もテレビや嗜好品を食べていて遅くなりがちである。

【金銭管理】

・浪費癖があり、足りなくなることがある。

≪本人の今後の目標≫

· 母親と一緒に暮らしたい。

（そのための具体的な取り組みが現在不十分なため、今後青山荘、デイケアで考え取り組んで行きたいとのこと。）
≪家族状況≫

· 母様が主な援助者であるが、現在悪性腫瘍が見つかり体調がすぐれない為、家に帰ることに対して消極的である。そのため青山荘を利用し、母の負担とならないように生活能力をつけていくこととしている。

≪今後の流れ≫

1/31に退院・青山荘入所予定。青山荘入所プログラムを行いつつ、デイケアへも見学として来所予定である。

≪添付資料：青山荘定例会議≫

· 大久保　康弘様～デイケアではボーとしている様子があるが、青山荘では特変無い。休日には図書館を利用されている。

· 田名部　一樹様～先週金曜日に自宅まで帰る練習をスタッフ同行で行っている。本人様「時間が不安なのでデイケアを早く帰りたい。それに夜になると恐い人がバスに乗りそうだし。」と話されるが、実際にバスに乗った後は「デイケアに最後までいてもよさそうだな。」と話されている。今後自宅からデイケアへ通う練習を徐々に増やしていく予定である。

また、本人様「職親に興味がある」と話されており、今後面談で詳しく話しを
聞いていくこととしている。

· 中居　松男様～1/20関口様と口論となることがあるが、以後トラブルはない。1/23日に顔にふきでものができ、境皮膚科受診し、軟膏処方されている。痒みが収まらない場合は再度受診することとなっている。

· 田澤　勝利様～スタッフへ「目覚し時計が電池を新しくしても一日立つと30分遅れているんです。」と話される。故障が考えられる為、サンデーで新しい物を購入されている。

· 関　　修治様～21日にデイケアのメンバーとカラオケへ行かれている。以前はバスに乗れませんと話されていたが、今回は「ハローワークに行ったときのバスと同じバスに乗った為大丈夫でした。」とのこと。

23日本人様と面談行い退所後について話し合っている。退所後は「グループホームか施設に入所したい。」とのこと。理由については「一人暮らしだと家族が心配するから。」と話される。

今後青山荘では①料理教室を中心に取り組んで行きたい、②就労に向けての職親なども考えて行きたい、と話される。

· 奥山　以依子様様～足の踵が感想しひび割れがある。外来受診時に軟膏処方されている。今朝、朝食後に夕食後薬を誤って服用している。処方内容は変わらない為、昼食後薬をよるに飲むこととし、本人様に間違えないように説明している。

· 関口　禅　　様～1/20の調理教室の際、中居様に「物品はどこにあるのか聞いたら、あいつは指で指した」と口論となり、中居様の手をボールペンで叩いている。その後スタッフと面談行うが「中居さんには何を言ってもわからないから」「前から不満があった」と話され、自分は間違っていないと主張されている。

また面談時「私にはテレパシーがある」と話され、内容について伺うと「ドイツを統合しろ」「世界を平和にしろ」等の内容であるが、それに左右されることはないとのこと。現在は少ないが以前からテレパシーはあり、スタッフへ話したかったが機会がなかったとのこと。話すとスッキリするとのことで、今後もスタッフと面談を行っていくこととしている。

· 番沢　政勝様～現在腰痛があり、「腰痛を治すために腹筋、背筋をする。」「寒いと骨がくっつかないからデイケアへ行きたくない」と話される。腰痛について間違った理解の仕方をされている為、スタッフより説明している。

また「退所後は家に帰りたい」と話しており、今後面談にて退所後について話し合っていくこととしている。

· 巴　　勇樹様～家族より「家では眠気があるものの、以前より起きているようになった。」とのこと。退所が近い為今月中にケア会議開催予定である。

· 清水　泰雅様～起床時間が遅いことが多いためスタッフ面談行っている。睡眠時間については22：00～23：00には寝ているとのこと。他メンバーからも「食事時間が遅い」「掃除当番に間に合っていない。」との苦情があることを伝えている。

面談後は起床時間早くなっている。

· 平　　康子様～24日退所について面談行っている。本人様「私は物覚えが悪いから。」「100万円あるけどアパートで生活したらすぐに無くなってしまう。」と不安を話されている。今後の方向制について、保護者の古渡氏と本人様とで話し合いを行う為、古渡氏に連絡を取るように本人様へ伝えている。

24日頭痛の訴えでデイケアを欠席されている。25日には腰痛の訴えでデイケアを休むことを希望しているが、外来受診を勧めると、「やっぱり行きます」と話される。退所の不安がつよく、頭痛の訴えにも関係性が考えられる為、今後本人様の話しを傾聴していくこととしている。

· 杉沢　恵子様～青山荘入所の件について、本人様・御家族とのに「入所したい」「入所はやめたい」と意見が二転三転しているため、まずは両者の意見をしっかりまとめるように説明している。

